
 

 

 
　448 件 

（前年度に比べて 32 件増加しています）

販売形態では、ここ数年来、依然として通信
販売(インターネットやテレビ、折込広告などで注
文）に関する相談が、最も多くなっています。 

 

通信販売のトラブルの事例 

① 初回お試し価格で安く、『定期縛りなし』とい
う広告を見て、1 回限りだと思って 

購入したら、2 回目が届いて高額だった。 

②広告に有名な企業やブランド名が書いていた
ため、信用して購入したが、届いた商品は広
告と全く異なる粗悪品だった。 

 

初めて利用する通販サイトは、注文確定前に商
品情報だけでなく、まず会社情報を調べましょ
う。また注文時の最終確認画面のスクリーンショ
ットを撮り保存しましょう。 

※通信販売はクーリング・オフの対象外です。

 
 

１位　　通信販売　　　　（３４％） 

２位　　店舗購入　　　　（１５％） 

３位　　電話勧誘販売　（７％） 

 

１位　　７０歳代　　　（２２％） 

２位　　６０歳代　   （１９％） 

３位　　８０歳以上  （１５％） 
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回
覧  

今年気象庁は、最高気温が 40℃以上の日を「酷暑日」にすると正式に決
定しました。今年も厳しい暑さが予想されます。熱中症には十分気を付けて、
『日頃からの体調管理』を心がけましょう。 

令和７年度 相談受付状況まとめ



増えているトラブル事例

 
 
 
 

 

♦詳しい内容は橋本市消費生活センターの HP をご覧ください。

消費生活啓発ポスター募集中！！

「人や地球にやさしい生活を心がけよう！」など、 

豊かで安全な消費生活(ものを買う、使う、捨てる)につながるメッセージを 

ポスターに描いてみませんか。(入賞者には図書カードをご用意しています。)
【対象者】　　　市内に在住、もしくは在学する児童・生徒 

【募集期間】　令和 8 年 7 月１日（水）～令和 8 年 8 月 31 日(月）

SNS 上の投資グループに 

気を付けて！ 

確実にもうかる投資はありません。 

利益が出ている人の話や、少額の利益が振

り込まれたり、アプリで利益が出るように

見えても、事実とは限りません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　   

すぐに飛びつかない、よく考える 

・被災地では、「火災保険を使って、自己負

担なく住宅の修理が出来る。」と電話がか

かってくる。 

・被災地外では、支援と称して物品の寄付

を募る電話がかかってきたり、義援金詐

欺の事例も報告されています。 

　義援金等は確かな団体を通して送るよう

にしましょう。

災害に便乗した悪質商法に 

ご用心！！ 

地震・大雨などの災害時には、それに便乗し

た悪質商法が発生しています。 

振込先が個人名義の講座であれば、 

絶対に振り込まない 

・通常の FX 取引で、個人名義の口座に入

金させることはありません。 

 

無登録業者との取引は行わない 

・金融庁のホームページで必ず金融商品取

引業の登録の有無を確認してください。

橋本市消費生活センター 

電話：0736-33-1227（相談専用） 

〒648-8585　橋本市東家一丁目 1 番 1 号 

橋本市役所 1 階　窓口⑤　FAX：0736-33-1200 

Mail：hashimoto_cc@city.hashimoto.lg.jp 橋本市マスコットキャラクター 
はしぼう


